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株式会社 Liberaware 

 

株式会社 Liberaware（千葉県千葉市、代表取締役 閔 弘圭、以下「当社」）は、北九州市が推進する「企業

変革・スタートアップ・グロースサポート事業」において、イノベーション支援プログラム「行政課題解決」

枠で採択されました。本取り組みを通じて、北九州市内におけるインフラ・プラント維持管理 DXの実装を加

速させ、当社のミッションである「誰もが安全な社会をつくる」ことの実現に向けて邁進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■イノベーション支援プログラム 「行政課題解決」枠について 

北九州市が設定した課題を解決するためのスタートアップによる実証実験及び研究開発の実施、並びに試作

品・サービスの開発・改良に係る調査・検討・開発・検証・準備等に対する資金支援・伴走支援を行うもので

す。 

・支援期間：最大 2年間（令和 6年・7年度）  

・支援額：400 万円／年×2年＝800万円（いずれも上限値）  

・当社採択枠：イノベーション支援プログラム 行政課題解決枠 「No.2目視点検等に代わる桟橋の点検」  

・WEBサイト：https://startup-kitaq.com/sgsp/ 

 

■当社取り組み内容 

 当社が開発した狭小空間点検ドローン「IBIS2」及び、本取り組みを通じて開発予定の多機能発射台を活用し

た港湾桟橋環境に適した点検を実施します。 

従来の点検方法では、潮流が速い場所の海上に設置されている桟橋において、潮流の影響が比較的少ない干

潮時間帯で点検を行う必要があり、さらに海水面と桟橋上部工下面部との間が狭いため、小型ボートや潜水士

による目視、水中ドローン等による点検の作業時間を十分に確保することが困難とされていました。今回の取

り組みでは従来の課題を解決し、持続可能な形での点検手法を確立するために、温風ヒーター・無線送受信装

置など桟橋環境に必要な機能を加えた多機能発射台を開発し、そこから狭小空間に適したドローン「IBIS2」を

離陸させる仕組みを作ることで、点検困難であった桟橋環境での調査を実現します。 

湾岸数国内トップクラスの北九州市にて 

令和６年度企業変革・スタートアップ・グロースサポート事業に採択 

港湾桟橋環境における点検手法を開発 



 

 

本件は当社の成長戦略に沿った自治体との連携強化の一環として位置づけており、今後も北九州市をはじめ

とした各自治体と更なる連携を進めてまいります。 

 

■調査イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「企業変革・スタートアップ・グロースサポート事業」について 

北九州市では、スタートアップ支援を推進するため、産学官 60団体で構成される「北九州市 SDGsスタート

アップエコシステムコンソーシアム」を設置し、スタートアップの創出・成長支援を行っています。本事業で

は、未来の地域経済を牽引するような市内スタートアップの成長、優れた技術・斬新なビジネスアイデアを有

する市内外のスタートアップによる行政課題の解決や市内企業との協業を通じたイノベーションを創出するこ

とで、本市の経済成長及び課題解決に貢献することを目的とします。 

 

■株式会社 Liberawareについて 

株式会社 Liberawareは、「誰もが安全な社会を作る」をミッションに掲げ、世界でも珍しい「狭くて、暗く

て、危険な」かつ「屋内空間」の点検・計測に特化した世界最小級のドローン開発と、当該ドローンで収集した 

画像データを解析し顧客に提供するインフラ点検・維持管理ソリューションを行っております。弊社は、ビジョ

ンでもある「見えないリスクを可視化する」ことに邁進し続け、人々に安全で平和な社会をお届けします。 

  

会社名 ：株式会社 Liberaware（リベラウェア） 

代表者 ：閔弘圭（ミン・ホンキュ） 

所在地 ：千葉県千葉市中央区中央 3-3-1 

設立 ：2016年 8月 22日 

事業内容：・産業分野に特化した非 GPS型小型ドローンの開発 

・IoT技術・人工知能を活用したシステム開発 

・小型ドローン「IBIS」を活用した点検・測量ソリューションサービス 

・小型ドローン「IBIS」の販売・レンタルサービス 

・映像加工・編集サービス（距離計測、異常検知等） 

URL ：https://liberaware.co.jp/ 

https://liberaware.co.jp/

